
一わかまち歴史嬬訪、足もとの文化遺産への請い

ミュージアム都留からのお知らせ

O「八朔祭　特別展示」会期9月14日〈臼）まで

現在まで一般展示されていない下町屋台中幕「三番斐」や、江戸時代の大名行列について記した文書など、八朔祭

に関する貴重な資料を特別に公開します。

明治27年（1894）
～昭和53年（1978）

祭で使用する道具などを、

次の年の惣行司（祭を取り仕

切る世話役。町ごとに一年

交代で行う）に引き継ぐため

の帳簿。

鷲
這二面三．ここ宣言類÷＝メ

「八朔勘定帳」　　「八朔祭礼定式控」
嘉永6年（1853）　　天保11年（1840）

寄付や買い物など　八朔祭の祭礼の進め

八朔祭に関するお金　方や注意事項などの

の出入りについて記　取り決めや覚え書き

された帳簿。

○企画展「大正新版画の作家たち」
会期10月4日（土）～11月3日（視）

伊東深水、川瀬巴水、樋口五葉など江戸時代の「浮

世絵版画」の復興・近代化をめざした「大正新版画運動」

に参加した作家たちの作品を、県立美術館の協力によ

り展示します。

場　所　ミュージアム都留　第二展示室
観覧料　一　般　　　300円（210円）

高・大学生　200円（140円）

小・中学生100円（70円）

※（）内は20名以上の団体料金です。

休館日　毎週月曜日、第三火曜日

申込・間合先　ミュージアム都留　℡（45）8008

「第22回郡内俳句大会」が開催されました

を記した文書。

山城のなぞに迫るl 
稔塊 ��子中申告時中朝五：つ∴言、： 

南線織騨餐繚遜繊態i瀧獲高額繕乳 

南懸濁濃騒霜撥譲繋淑議膝Q善感縫目 

：小言・心中∴中里・I聴去）÷畠中一言： 恒療鏑蟻網膜触瀧譲戒騨駐車 

∴　ヽ　　一一　∴∵＿＋：　∴ミ∴ 

辱瞳、擬額漆繕璃纏蕪邁醸讃嬬淑言 

∴二言∴ ：ら∴∴∵ � � 台の上に何かしら遼遠掬が起て いた可能性が高くなぅてきまし： 
∴∴て： 

：た。今後は露台の造蛾有意や柱穴の： 

‘かに ��．∴を調べ、建造物の性格を輯 ∴たい∴と思います← 

増 i 　開 　催 。肋ンブ＿ル公園。網干 

7月27日（日）市文化会館において、第8回やまなし県民文化祭の一環として第22回郡内俳句大会が開催されました。

本年度も、応募旬の部に248名の投句者より1，300旬あまりの投句がありました。また、大会当日、郡内各地域か

らも多くの方に参加いただき、盛大な大会となりました。なお、主な入賞者は次のとおりです。

応募句の部　　　　　　　　　　　　　　＼

市長賞　　　　　若葉蘭ゆ馨の音生む木喰展　　　　　大月市　　鈴木光子

市議会議長賞　　蕎光を広げきったる孔雀の尾　　　都留市　村上とみえ

市教育長賞　　　徹こ銭放り込んでは幕の店　　　　　都留市　　山上英子

市文化協会会長賞　貼りをへて父母の影なき障子かな　　　都留市　　矢崎嘩文

市俳句連盟会長賞　ショパン聞き世にかかはらずゐて涼し　山中湖村　高村恵美子

当日旬の部（特選のみ掲載）

席題「金魚」

藤江竹水・舟久保修特選　金魚掬ふ路地に昭和の速くなり　　富士吉田市　小林祥子

小林鵜特選　　　　子の両手握りて金魚の死を知らす　富士河口湖町坪井美智子

席題「片蔭」

小笠原湧渓特選　片蔭にそっと開くや通信簿　大月市　　　能登紀美子

中村照子特選　　片蔭や影もろともに一休み　都留市　　　村上とみえ

森かずを特選　　竹林の片蔭確と定まらず　　富士吉田市　広瀬佳月
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